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月形町民保養センター等改修と
道の駅について

～令和６年のリニューアルオープンに向けて～

長寿命化・機能強化
（老朽化施設の再生）

　劣化が見られる施設の長寿命化
および環境に配慮した設備の導入
を進めます
・内、外装の改修
・空調、冷暖房設
備の更新
・Wi-Fi 整備

管理経費の削減、効率化
　運営の効率化、収益性向上を目
指し次のとおり整備します
・フロントの集約
・エントランス
の集約
・ホテル本館の
解体

道の駅としての役割
　休憩機能、情報発信機能、地
域連携機能、防災機能を拡充し、
町民保養センターを中心に皆楽
公園エリア
を道の駅と
して整備し
ます

利用者サービスの向上
　利用者サービス向上を目指し、次の取組を行います
・利用者のニーズに合わせた利便性の向上、新たな集
客力の創出
・温泉浴場全体のリニューアル
・飲食サービスの再開
・客室の改修
・物販コーナーの充実

各施設との相乗効果による賑わいの創出
　キャンプを始めとするアウトドア施設との連
動を図ります

　

旧
石
狩
川
河
川
敷
を
利
用
し
た

皆
楽
公
園
エ
リ
ア
内
に
あ
る
、
温

泉
施
設
は
昭
和
62
年
、
宿
泊
施
設

は
昭
和
63
年
お
よ
び
平
成
４
年
に

建
設
し
ま
し
た
。
平
成
10
年
に
温

泉
施
設
の
一
部
を
増
築
工
事
し
た

以
降
、
大
規
模
改
修
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
施
設
、
設
備
の
老
朽
化
に

よ
り
、
修
理
や
管
理
経
費
が
増
加

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

観
光
拠
点
で
あ
る
皆
楽
公
園
エ

リ
ア
の
H
U
B
機
能
の
強
化
に

向
け
た
再
整
備
の
た
め
、
町
民
や

観
光
客
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

温
泉
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
各

施
設
の
大
規
模
改
修
を
行
い
、
施

設
の
長
寿
命
化
と
利
便
性
の
向
上

を
目
的
と
し
た
再
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
道
の
駅
機
能
を
加
え

る
こ
と
で
、
皆
楽
公
園
エ
リ
ア
全

体
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

月
形
町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
等
改

修
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
温
泉
や
宿
泊
施
設
の
改
修

と
と
も
に
、
皆
楽
公
園
エ
リ
ア
の

道
の
駅
の
登
録
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対
象
施
設

○
月
形
町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
（
温
泉

施
設
）

○
月
形
温
泉
ホ
テ
ル
（
宿
泊
施
設
）

○
月
形
町
は
な
工
房
（
宿
泊
施
設
）

○
そ
の
他
関
連
施
設

▼
再
整
備
の
目
的
お
よ
び
方
向
性
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○道路利用者に快適な休憩と多様なサービス
○観光拠点として再整備することによる観
光客の増加
○観光誘客による地域の活性化（地域の魅
力ＰＲ機会の向上等）
○観光・交流から定住・移住への展開

「道の駅」基本的な３機能

【問合せ先】
　企画振興課　地域振興係
　☎ 53・2325
　mail：chiikishinko@town.tsukigata.hokkaido.jp

月形町が整備する
「道の駅」の目指すもの

休憩機能

休憩機能

情報発信機能

情報発信
機能

地域連携機能

地域連携
機能

・24時間、無料で利用できる駐車場・トイレ

・道路情報、地域の観光情報、緊急医療情報などを提供

・文化教養施設、観光レクリエーション施設などの
　地域振興施設や防災施設（感染症対策を含む）

地域とともにつくる
個性豊かなにぎわいの場

※災害時は、防災機能を発揮

　平成 23 年の東日本大震災における同種の施設が被災者支援・復興
支援に果たした役割を踏まえながら、豪雪地帯特有の大雪による道路
の通行止め時の避難先など、基本的な３機能に加えて「防災機能」を
併せ持つ施設を目指します。

防災機能

令 和 ４ 年 度 改修基本実施設計

令 和 ５ 年 度 改修工事（温泉棟、宿泊施設（一部
客室））
※工事中、施設は全館休館します

令 和 ６ 年 度 リニューアルオープン（温泉、宿泊、
道の駅）

令和７年度以降 宿泊施設（一部客室、会議室等）改
修予定
※�改修後の運営状況を踏まえ適時改
修を計画します

今後の予定

※一部客室
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2 F

改修計画工事予定箇所


